
内シャント造設後のシーネ固定に関する一考察

十一角度をつけたシーネを装着した看護婦12名へのアンケート結果より一一

1.はじめに
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血液透析を維持するうえで内シャント(以後シャントとする)の造設は不可欠なものである。

当病棟では、シャント閉塞を繰り返し利き手の肘関節に近い部位にシャントを造設するケース

も多くみられる。術後、数日聞はシャントめうつ血と閉塞を予防するためにシーネと腕をエス

パ帯で、巻きテーフcで固定し、シャント肢を保護している。

シーネ固定は、創の安静においても治療上有効なものであると言われている。従来使用して

いるシーネは指先から版富まで及んでおり、患者からパジャマのボタンが留めにくい、ご飯が

食べにくいなど生活をする上で邪魔なものという言葉が聞かれることから、術後のADLの縮

小につながっているという問題や水平固定による苦痛もあると考え、改良の必要性を感じた。

そこで①シーネに角度をつけたり短くすることでADL拡大につながる、②角度のあるシーネ

は痛み、しびれがないをあげ、シーネの角度や長さを調節することで術後のADLの向上が図

れ、また安楽になるのではないかという仮説をたて調査したのでここに報告する。

2.研究期間及び対象
研究期間は、平成12年8月7日から同年9月11日までの36日間とし、対象者は当病棟で勤務

する20代から30代の健康な看護婦12名とした。アンケート回収率は100%であった。

3.研究方法
第一段階として、現在血液透析を行っている患者および医師の協力のもとドップラーによる

シャント肢の血流測定を行った。 90度まではやや血流は悪くなるがほとんど差はなく、 90度以

上で著明に血流の低下が見られた。(図1)Iシャントの術後は閉塞が起こりやすく術後数日間

は、 90度以上に肘関節を屈曲しないよう患者を指導する」と栗山も述べていることから90度以

下の角度設定は可能でありシャント肢にも影響がないといえ、シーネの角度は従来使用してい

るO度と30度、 45度、 60度を比較した。(図 2)長さは、従来使用している肢寓から指先まで

のものと肢富から 5cm短い手関節までのものを比較した。

第二段階として対象者にはパジャマ式病衣を着用し利き手にシーネを幅9cmのエスパ帯1本
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を使ってらせん帯に巻き、巻き終わりを伴創膏固定した。シーネは株式会社日本シグマックス

製ソフトスプリント 2cm X 6 cm X 50cmを使用した。そしてシーネを固定した状態でアンケー卜

内容の行為を行ってもらい、実行可能か不可能かを 4段階評価で、また精神的にも満足したか

を3段階評価で回答してもらった。対象者に O度から30度、 45度、 60度、そしてその中で最も

良い角度を選んでもらい、その角度でシーネを短くした。アンケートの回答に有効性をもたせ

るために当病棟処置室の同一環境下で3日以上あけ実施した。アンケートは、ベンダーソンの

「看護の基本となるもの」の基本的欲求14項目をもとにシーネ固定をする上で阻害されている

と考えられる更衣、食事、清潔、排出、休息の 5項目をあげた。(表1、 2)アンケー卜結果

は、全項目において得点化し、アンケー卜の点数(以後点数とする)が低くなるほどアンケー

ト内容の行為が可能であり精神的にも満足であるとした。

4.結果および考察

全ての項目において角度が大きくなるにつれ点数が小さくなり、一人でできると答えた人が

多くみられたことから、自分一人でできるということが満足感の上昇につながり、満足度も大

きくなったと考える。(図3)シーネを短くしても清潔項目の満足度以外変化はみられなかっ

た。(図4)清潔行動は、個人で方法の違いが大きく、シーネを短くすることで指先が使いや

すくなったと思われ、より個人のニードが充足されたのではないかと考える。食事も指先の細

かい動作が必要であるが、箸以外にスプーンを使用したり健側で摂取する事もできたため、変

化がなかったと考えられる O 痛み、しびれ、肩こりは、 0度の時が一番多く、角度をつけると

減少し、 45度以上では変化がみられなかった。(図5)痛みの部位として、上腕から肘関節と

いう回答に集中しており、肘関節を伸展した状態で固定するため O度に痛みが生じ角度をつけ

ることで軽減できたと考える。肩こりは、どの角度でも認められ、シーネで固定するという圧

迫感により生じたと思われ、角度を変えても変化がなかったと考える。シーネの角度は、 45度

と60度が楽であるという意見が50%ずつであった。(図6)角度をつけることで動作が行いや

すく、より良肢位に近づくため安楽になったと考えられる。

5.結論

今回の実験、アンケート調査から①全ての人が角度のあるシーネを選んだ、 cg角度のあるシー

ネの方が痛み、しびれを軽減できるということがわかった。

6.終わりに

今回の調査で個人差により角度にばらつきが生じたことから今後個別性を再度認識し、基本

的欲求が充足できるように医師と検討する必要性を感じた。シーネに改良を加える事で術前の

自分のベースに近づく事ができると考えるが、指先を使う細かい動作にはより注目し、個人に

あった介助や指導が必要になると考える。術前オリエンテーション時にその人にあった角度や
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長さを選択し、術後の自立への援助につなげていきたいと思う O
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回1ンヤント肢のドッブラ による血流測定

表 1 アンケト

国2 -:/ 才、固定と角度

今回私達は、ブラッドアクセス増設後の冨定について、研究を
行うことにな埋ました。従来使用しているシーネでは、腕を動か
しにくく ADLの縮小につながっているため、シーネの角度や、
長さを調節することで少しでも叩Lの拡大につながるのではな

いか局えまLt;:
そこで、角度や長さの違うシーネを実際につけ、下記の行動を

行い、アンケ~Hご答えて感想をお聞かせ下さい。

1.-人で Z一人で伺d、3 介助で礼士担棄ない
出来る 出来る 出来る

更衣)
1.病衣を着てください
Z利吉手にトネをつけます li μ M 1" 

1着ていた病衣を脱いで4ださい μ ρ 13 l' 

4脱いだ病衣を着て化さい I l' 

E靴下を脱いでください 1l 日 1 

6靴下創立いてください 1 

!y  

-更衣に関して、丸をつけてください
i満足できた 2どちらでVよい 3満足できない)

食事)
1シーネ固定L-tこ手で箸、又は
スプーンでごはんを食べて
4ださい
Zシーネ固定は手と反対側の
手で食べて4ださい
3，錠剤、散剤、カプセル部再封l， ，，. ----.l l' 
口まで運んでぐださい

会事こ隠して、丸をつけてください
i満足できた 2どちらでもない 3満足できない)

議潔) i入で 1一人明とかエー畑で 4.-1Il拙い | 
出来る 出来る 出来る | 

l援を洗ってください
Z歯を磨いてください
1髪の毛をいつものように

整えてください

ー清漢に関して、丸をつけてください
[満足できた 2どちらでもない 3満足できない)
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表2 アンケー卜

緋i世)LLiで
1.ズボンを下げて便器に座り、 ~ 
紙で拭いてください
Zズボンを上げて4ださい

L 人で何bが3一介助で札一出来沿い
由来と 臨来る

.J'Jfi世に関して、丸をつけてく7ごさい
i満足できた 2どちらでもない 3満足できない)

1.-λで

(lz息)叩
l坐位から臥位になって吃さい t 

2寝返りをうってGださい
3.リラックスして〈ださい 10分間) ~ 
4臥位から坐位¥::なって〈ださい ~ 

三 人で何晶、3.-介助で<.-出来なし2

出来る 出来る

丘一-1!...一一-.-14

J!...一一....I!....---J4

丘一一一L ー--14

休息に関して、丸をつけてください
{満足できた 2.どちらでもない 3満足できない)

』

最後に...)
1.痛みはありまuとか i.はい 2.いいえ)
Zはいと答えた方は、ど司t一番痛いと感じましたか?

3.手ははよれましたか {ーはい 2.いいえ)
生肩はこりまlJ::か Lはい 2いいえ)
5この状態が続くとしたらどう思いますか

J 

ω度終了時にお答えぜさい)
l全ての項目において何度が一番楽であると感じ
各項目が円滑に行えまLl.::か

Q.O度2.30度 3.45度4.60度)

2.長さは短いのと長いのどちらが良かったですか
Q.短い Z長い)

御協力ありがとうごさいました
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